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札幌医科大学大学院保健医療学研究科

アドミッションポリシー 入学者受入方針

求求めめるる学学生生像像

保健医療学研究科では、看護学・理学療法学・作業療法学の発展と、保健・医療・福

祉の質の向上に寄与する高度な専門的知識、実践能力、研究能力を備えた実践者、研究

者の育成を目指しています。そのため、以下のような人材を求めます。

〈〈博博士士課課程程前前期期〉〉

【知識・技能】

１．看護学・理学療法学・作業療法学に関する専門的な知識と技術を備え、批判

的・論理的思考力を有している人

【思考力・判断力・表現力等の能力】

２．保健・医療・福祉の諸課題に深い関心を持ち、その発展と問題解決に関わるこ

とを自己の目標としている人

【主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度】

３．多様化・複雑化する人々のニーズに応えるため、専門分野における卓越した

実践能力を獲得したいと願っている人

４．豊かな人間性と倫理性を有し、地域の保健・医療・福祉に貢献する意思のある

人

５．研究成果を発信することにより、保健・医療・福祉の充実と発展に貢献する意

思のある人

〈〈博博士士課課程程後後期期〉〉

【知識・技能】

１．看護学・理学療法学・作業療法学に関する専門的な学識、批判的・論理的思考

力と科学的探求心を備え、新たな知の創造に意欲を有する人

【思考力・判断力・表現力等の能力】

２．保健・医療・福祉の諸課題に広く深い関心を持ち、その発展と問題解決に関わ

ることを自己の目標としている人

【主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度】

３．豊かな人間性と倫理性を有し、国際的な視座で人々の健康に貢献する意思の

ある人

４．研究成果を国内外に広く発信することにより、保健・医療・福祉の発展に貢献

するとともに、科学の発展に寄与したいと願う人

入入学学ままででにに学学習習ししてておおくくここととがが期期待待さされれるる内内容容

〈〈博博士士課課程程前前期期〉〉

１．看護学・理学療法学・作業療法学に関する専門的な知識と技術・基礎学力

２．豊かな人間性と批判的・論理的思考力

３．主体的に問題を発見し、課題を解決する能力

〈〈博博士士課課程程後後期期〉〉

１．看護学・理学療法学・作業療法学に関する専門的な学識、批判的・論理的思

考力・基礎学力・基本的研究力

２．豊かな人間性と倫理性

３．グローバルな視点と研究成果を発信するための語学力



入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針

入学者に求める資質・能力について、下表に示す入学者選抜方法により評価・判定

します。

※○及び◎は入学者選抜方法と学力の３要素との対応関係を示すものであり、配

点の比重を示すものではありません。

〈〈博博士士課課程程前前期期〉〉

＊看護学専攻（修士論文コース） 理学療法学・作業療法学専攻

入学者選抜方法 知識・技能
思考力・判断力・

表現力等の能力

主体性を持って

多様な人々と

協働して学ぶ態度

学力検査（英語） ◎ ○

学力検査（小論文）

（理学療法学・作業療

法学専攻のみ）

◎ ◎ ○

面接 ◎ ◎ ◎

出願書類

志望理由書
◎ ◎ ◎

出願書類

研究計画書
◎ ◎ ◎

＊看護学専攻（専門看護師コース）

入学者選抜方法 知識・技能
思考力・判断力・

表現力等の能力

主体性を持って

多様な人々と

協働して学ぶ態度

学力検査（英語） ◎ ○

学力検査（専門科目） ◎ ◎ ○

面接 ◎ ◎ ◎

出願書類

志望理由書
◎ ◎ ◎

出願書類

研究計画書
◎ ◎ ◎

〈〈博博士士課課程程後後期期〉〉

入学者選抜方法 知識・技能
思考力・判断力・

表現力等の能力

主体性を持って

多様な人々と

協働して学ぶ態度

筆記試験（英語） ◎ ○

口頭試問 ◎ ◎ ◎

出願書類

志望理由書
◎ ◎ ◎

出願書類

研究計画書
◎ ◎ ◎



令令和和７７年年度度札札幌幌医医科科大大学学大大学学院院保保健健医医療療学学研研究究科科

（（ 博博 士士 課課程程 後後 期期 ））大大 学学 院院 学学生生 募募 集集 要要 項項

令和７年４月本学大学院保健医療学研究科 博士課程後期 の入学生を次のとおり募集します。

なお、不測の事態による試験日程等変更及び追加情報がある場合は、大学大学院ホームページでお知らせ

します。

１１ 専専攻攻とと募募集集人人員員
今回募集する教育研究領域は、各専攻次のとおりです。

看護学専攻 （募集人員 ２名）

看 護 学 分 野

教 育 研 究 領 域

基礎看護科学 感染看護学 女性健康看護学
小児健康看護学 成人健康看護学 老年健康看護学
精神看護学 地域看護学 臨床内科学 臨床外科学

理学療法学・作業療法学専攻（募集人員 ６名）

理学療法学分野 作業療法学分野

教 育 研 究 領 域

神経・発達障害理学療法学
生体工学・スポーツ整形外科学
スポーツ理学療法学
筋機能制御学
生体機能評価学

※形態人類学

感覚統合障害学
中枢神経機能障害学
活動能力障害学
臨床精神・脳機能学
精神障害リハビリテーション学
神経・認知機能治療学

〔※の教育研究領域については、今回は募集しません。〕

２２ 出出 願願 資資 格格

出願することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とします。

（出願にあたっては、志望する教育研究領域の教員と必ず連絡をとり、希望する研究内容・研究計

画を事前に照会・確認してください。（３ページ参照

修士の学位や専門職学位を有する者又は令和７年３月 日までに修士の学位や専門職学位を授

与される見込みの者（学校教育法第 条第 項）

外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和７年３月 日

までに修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与される見込みの者（学校教育法施行規則第

条第 号）

外国の学校が行う通信教育を我が国において履修し、修士の学位や専門職学位に相当する学位を

授与された者又は令和７年３月 日までに修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与される

見込みの者（学校教育法施行規則第 条第 号）

我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和７年３月 日までに授与される見込みの

者（学校教育法施行規則第 条第 号）

国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者又は令和７年３月

日までに授与される見込みの者（学校教育法施行規則第 号第 号）



文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第 号）

① 大学を卒業し、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本学大学院におい

て、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

② 外国において学校教育における 年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校における 年の課程

を修了した後、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本学大学院において、

当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

本学大学院において個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で、令和７年３月 日までに 歳に達する者

注：出願資格（ ）（ ）により出願しようとする者は、事前に出願資格の認定が必要となりますので、５

ペ－ジ「５ 出願資格の認定」に定める申請をしてください。



今回募集する教育研究領域の問い合わせ先（代表電話番号 ）

専 攻 名

分 野 名
教 育 研 究 領 域

教 員 （内線番号）
ア ド レ ス

看 護 学 専 攻

看 護 学 分 野

基礎看護科学 堀 口 雅 美（ ）

感染看護学 秋 原 志 穂（ ）

 
女性健康看護学 正 岡 経 子（ ）

小児健康看護学 今 野 美 紀（ ）

成人健康看護学 澄 川 真珠子（ ）

老年健康看護学 長 谷 川 真 澄（ ）

精神看護学 澤 田 いずみ（ ）

地域看護学 平 野 美千代（ ）

臨床内科学 丹 野 雅 也（ ）

臨床外科学 水 口 徹 （ ）
 

理学療法学・作業療法学専攻

理学療法学分野

神経・発達障害理学療法学 菅 原 和 広 （ ）

生体工学・スポーツ整形外科学 渡 邉 耕 太 （ ）

スポーツ理学療法学 片 寄 正 樹 （ ）

筋機能制御学 山 田 崇 史 （ ）

生体機能評価学 谷 口 圭 吾 （ ）

理学療法学・作業療法学専攻

作業療法学分野

感覚統合障害学 仙 石 泰 仁 （ ）

中枢神経機能障害学 太 田 久 晶 （ ）

活動能力障害学 中 村 眞 理 子 （ ）

臨床精神・脳機能学 石 井 貴 男 （ ）

精神障害リハビリテーション学 池 田 望 （ ）

神経・認知機能治療学 齊 藤 正 樹 （ ）



３３ 出出 願願 手手 続続

提提出出書書類類及及びび検検定定料料

提提 出出 書書 類類 等等 摘摘 要要

①① 入入 学学 願願 書書 本学所定の用紙（様式１）を使用してください。

②② 修修了了（（見見込込））証証明明書書 出身大学長又は研究科長が作成したものを提出してください｡ 注１）

ただし、本学修了（見込）の者は提出を要しません。

③③ 成成 績績 証証 明明 書書 出身大学長又は研究科長が作成の上、厳封したものを提出してくださ

い。 注１ なお、その他今回志望する専攻に関連する大学、専門学校等

を卒業している場合はそれらの大学等の成績証明書（厳封のこと）を併

せて提出してください。ただし、本学修了 見込 の者は提出を要しませ

ん。

④④ 学学習習・・研研究究志志望望書書 本学所定の用紙（様式３～８）に準じて作成するか、又は添付の様式に

直接記入し、提出してください。

ａ 大学院の志望理由（様式３）

ｂ 研究計画…希望する研究テーマとその内容（様式４）

ｃ 研究業績等…今までの臨床・研究業績、修士論文の概要（様式５、

様式６、様式７、様式８）

⑤⑤ 受受 験験 票票 ・・ 写写 真真 票票 本学所定の用紙（様式９）を使用し、写真（出願前３か月以内に撮影した

上半身、正面、脱帽のもの、縦４㎝×横３㎝）を貼付してください。

⑥⑥ 返返 信信 用用 封封 筒筒 受験票の送付に使用するので、定形封筒（長形３号）に志願者の氏名及

び送付先住所を記入し、 円切手を貼付してください。速達を希望す

る場合は、さらに 円切手を貼付してください。

⑦⑦ 入入 学学 検検 定定 料料 ３３００，，００００００円円

「検定料の振込について」（様式 ）に、記載されている振込方法等を

熟読の上、添付されている本学所定の振込用紙に必要事項を記入の上、

お振り込みください。また、出願に際しては、「様式 」右側の検定料

納付確認票を提出してください。

⑧⑧ 出出願願チチェェッッククシシーートト 所定の用紙を使用し、出願書類を確認し、チェック欄にチェックを入れ、

氏名欄に記入の上、提出してください。

⑨⑨ 就就 学学 承承 認認 書書 所属の代表者の承認書を提出してください。

（本学所定の用紙（様式 ）に準じて作成してください。）

提提出出対対象象出出願願者者：：入入学学後後、、在在職職ののまままま就就学学すするる方方

⑩⑩ 「「在在留留カカーードド」」ままたた

はは「「住住民民票票」」のの写写しし・・

パパススポポーートトのの写写しし

「在留カード」または「住民票」の写しを提出してください。国外から

の出願者は、パスポートの写しを提出してください。

提提出出対対象象出出願願者者：：外外国国人人のの出出願願者者

注１：独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から修士の学位を授与された者及び学位授与機

構に修士の学位授与を申請中の者は、学位授与機構の学位授与証明書又は学位授与申請受理

証明書並びに学位授与の対象となった専攻に係る授業科目の単位認定を行った施設の長が作

成した単位修得証明書で、厳封されたものを提出してください。



願願書書受受付付期期間間

令和６年 月 日（水）から 月 日（水）までに必着とします。

注１： 出願書類は、郵送で受付けます。書留速達郵便とし、封筒表面に「保健医療学研究科（博士課

程後期）願書在中」と朱書してください。また、出願書類を受理した旨の通知を希望する者は、

郵便番号・住所・あて名を記載した 円の官製はがきを同封してください。

注２：出願書類を持参することはできませんのでご注意ください。

願願書書郵郵送送先先

札幌医科大学事務局学務課 大学院係 〔教育研究棟 １Ｆ〕

〒 札幌市中央区南１条西 丁目

電話（ ） （内線 ）

４４ 身身体体等等にに障障害害ののああるる入入学学志志願願者者ととのの事事前前相相談談
本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第 条の３に準拠）は、受験上及

び修学上の配慮が必要となることがありますので、必ず本学学務課大学院係に電話等で、令和６年

月６日（水）までにお問い合わせください。

必要に応じ、本学において、入学志願者との面談を行います。

問い合わせ先

〒 札幌市中央区南１条西 丁目

札幌医科大学事務局学務課大学院係 電話（ ） （内線 ）

５５ 出出願願資資格格のの認認定定
１ページ「２ 出願資格」に定める（ ）（ ）で出願する者は、事前に出願資格の認定が必要とな

るので、次のとおり申請してください。

（ア） 両眼の矯正視力が 未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の

使用によっても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の

者

（イ） 両耳の聴力レベルが デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声

を解することが不可能又は著しく困難な程度の者

（ウ） 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行するこ

とが不可能又は困難な者

（エ） 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能

又は困難な者

（オ） 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の

者又はこれに準ずる者

（カ） 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者

（キ）上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者



６６ 外外国国人人留留学学生生のの取取扱扱いい
（出願にあたっては、志望する教育研究領域の教員と必ず連絡をとり、希望する研究内容・研究計画を

事前に照会・確認してください。（３ページ参照））

出願資格

① 外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和７年３月

日までに修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与される見込みの者

② 本学大学院において個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等

以上の学力があると認めた者で、令和７年３月 日までに 歳に達する者

出願書類

国外からの出願者は、日本国内在住の身元保証人をとおして書類を提出すること。

なお、 の出願資格の②で出願する者は、事前に出願資格の認定が必要になるので、５ページ

「５ 出願資格の認定」に定める申請をしてください。

提提 出出 書書 類類 等等 摘摘 要要

①① 入入 学学 願願 書書 本学所定の用紙（様式２）を使用してください。〔日本語で作成〕

②② 修修了了（（見見込込））証証明明書書 出身大学長又は研究科長が作成したものを提出してください。

③③ 成成 績績 証証 明明 書書 出身大学長又は研究科長が作成したものを提出してください。

④④ 学学習習・・研研究究志志望望書書 本学所定の用紙（様式３～８）に準じて作成するか、又は添付の様式

に直接記入し、提出してください。〔日本語又は英語で作成〕

ａ 大学院の志望理由（様式３）

ｂ 研究計画…希望する研究テーマとその内容（様式４）

ｃ 研究業績等…今までの臨床・研究業績、修士論文の概要（様式

５、様式６、様式７、様式８）

⑤⑤ 推推 薦薦 書書 （（ ２２ 通通 ）） ａ 自己の専門領域の所属の長が作成したもの（１通）〔日本語又は

英語で作成〕を提出してください。

ｂ 上記以外のもの（１通）〔日本語又は英語で作成〕

⑥⑥ 経経済済状状況況等等証証明明書書 銀行口座の預金残高証明書又は奨学金支給決定書（金額の明記された

もの）等を提出してください。

⑦⑦ 日日本本語語能能力力証証明明書書 財団法人日本国際教育支援協会が実施する日本語能力試験を受験した

際の成績書を提出してください。

申請期間

令和６年 月 日（月）から 月６日（水）までに必着とします。

注１：申請書類は、郵送で受付けます。書留速達郵便とし、封筒表面に「保健医療学研究科

出願資格審査申請書在中」と朱書してください。また、申請書類を受理した旨の 通

知を希望する者は、郵便番号・住所・あて名を記載した 円の官製はがきを同封して

ください。

注２：申請書類を持参することはできませんのでご注意ください。

申請書類

① 出願資格審査申請書（本学所定の用紙（様式 ）を使用してください。）

② 学習・研究志望書（４ページ「３ 出願手続」 の④）

出願資格審査の方法

申請書類により行います。ただし、必要と認めた場合については、口述審査を行います。

出願資格審査の結果通知

審査終了後、資格審査結果を郵送により通知します。



⑧⑧ 英英 語語 能能 力力 証証 明明 書書 （ テスト又は テストのいずれか）の成績書を提出してく

ださい。

⑨⑨ 受受 験験 票票 ・・ 写写 真真 票票 本学所定の用紙（様式 ）を使用し、写真（出願前３か月以内に撮影し

た上半身、正面、脱帽のもの、縦４㎝×横３㎝）を貼付してください。

⑩⑩「「在在留留カカーードド」」ままたたはは

「「住住民民票票」」のの写写しし・・

パパススポポーートトのの写写しし

「在留カード」または「住民票」の写しを提出してください。国外か

らの出願者は、パスポートの写しを提出してください。

⑪⑪ 返返 信信 用用 封封 筒筒 受験票の送付に使用するので、定形封筒（長形３号）に志願者の氏名

及び送付先住所を記入し、 円切手を貼付してください。

速達を希望する場合は、さらに 円切手を貼付してください。

⑫⑫ 入入 学学 検検 定定 料料 ３３００，，００００００円円

日本国内から出願する場合は、「検定料の振込について」（様式 ）に

記載されている振込方法等を熟読の上、添付されている本学所定の振込

用紙に必要事項を記入の上、お振り込みください。また、出願に際して

は、「様式 」右側の検定料納付確認票を提出してください。

日本国外から出願する場合は、日本円建で外国送金（口座振込）の手続

きにより納付してください。（口座番号は、お問い合わせください。）

なお、振込手数料は、振込者の負担となります。

注１：②、③、⑥については、英語以外の言語で記載の場合は、日本語訳又は英語訳を添付してく

ださい。

注２：日本国内の大学院（修士課程又は博士課程前期）を修了又は修了見込みの者は、⑦、⑧の提

出を免除します。

７７ 入入学学者者選選抜抜方方法法
学力検査、面接、調査書などの結果を総合して選考します。

① 筆記試験： 外国語 英語（辞書の持ち込み可。ただし、電子辞書は不可）

② 口頭試問： 主要論文（修士論文等 、研究業績、志望領域及び研究能力などについて個別

に行います。

※ 本学研究科博士課程前期及び他大学研究科修士課程・博士課程前期において当該年度に修士

号の学位を取得する見込みの者については、修士課程・博士課程前期における学業成績及び

修士論文を加味して選抜します。

ただし、合格発表後、修士の学位が取得できないことが判明した場合は、合格を取り消すこ

とがあります。



８８ 試試験験日日程程及及びび試試験験場場所所

試 験 日 試 験 時 間 試験科目等 試 験 会 場

令和７年１月 日（土）
９： ～ ： 筆記試験 札幌医科大学保健医療学研究棟

札幌市中央区南１条西 丁目： ～ 口頭試問

注１：受験者は、試験当日午前９時 分までに受付を済ませてください。

なお、受付は８時 分から開始します。

注２：試験日程等変更及び追加情報がある場合は、大学大学院ホームページでお知らせします。

注３：試験会場略図 札幌市中央区南１条西 丁目 ☎（ ） （内線 ）



９９ 教教育育方方法法
大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する研究指導によって行います。

合合格格発発表表
発表日時

令和７年２月７日（金） 午前 時

発表方法

試験結果を郵送で通知します。なお､合格発表に関する問い合わせには､一切応じられません。

インターネットによる合格者受験番号の提供

本学のホームページ（ ）に合格者受験番号を掲載します。掲載時刻

は合格発表日の午前 時以降となります。

（注）インターネットによる合格者受験番号の提供は、合格の公示に代わるものではありませ

ん。

入入学学手手続続
入学手続期間

令和７年２月 日（水）から２月 日（金）までに行ってください。

注１： 入学書類は郵送で受付けます。書留速達郵便とし、封筒表面に「保健医療学研究科

（博士課程後期）入学書類在中」と朱書の上、受付期間内に必着とします。

注２： 入学書類を持参することはできませんのでご注意ください。

入学手続に必要な書類等

① 入 学 料 ２８２ ０００円

本学博士課程前期に在学中で引き続き博士課程後期に進学する方は、不要です｡

※入学料については、変更することがあります｡

② 戸籍個人事項証明書（戸籍抄本） １通

③ 誓 約 書

④ 授業料口座振替依頼書

長長期期履履修修制制度度
職業を有している等の事情により、標準修業年数（３年）を超えて一定の期間（６年）にわたり計

画的に教育課程を履修し修了することを申し出たときは、審査の上、履修を認めるときがあります。

詳細は、札幌医科大学事務局学務課大学院係までお問い合わせください。

電話（ ） （内線 ）

授授業業料料
年額５３５，８００円（※授業料については、変更することがあります。）

年額の２分の１相当額を前期（４月）・後期（ 月）の２期に分けて納付していただきます。

なお、在学中に授業料が改定された場合には、改定後の授業料が適用されます。

※実習に係る宿泊費や交通費等の諸経費は、原則として自己負担となります。

そそのの他他
提出書類に不備のある場合は受理できません。

受理後の書類の内容変更は認められません。

納付した入学検定料、入学料及び提出書類は返還しません。

本募集要項に関して、不明な点があれば下記にお問い合わせください。

札幌医科大学事務局学務課 大学院係

〒 札幌市中央区南１条西 丁目

電話（ ） （内線 ）



札札幌幌医医科科大大学学大大学学院院保保健健医医療療学学研研究究科科（（博博士士課課程程後後期期））のの概概要要

１１ 目目 的的
札幌医科大学大学院保健医療学研究科（博士課程後期）は、専門分野について、研究者として自立

して研究活動を行い、又は、その他の高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及びその基礎

となる豊かな学識を養うとともに、国際的に活躍することができる人材の養成を目的とする。

また、カリキュラムは、専門科目と特別研究で構成し、選択する専門領域の特講、特講演習及び特

別研究を指導教員の指導のもとに履修する。

２２ 学学生生定定員員
看 護 学 専 攻 入学定員２名 収容定員６名

理学療法学・作業療法学専攻 入学定員６名 収容定員 名

３３ 標標準準修修業業年年限限 ３年 （※在学期間は、６年を越えることができません｡）

４４ 学学 位位
看 護 学 専 攻 看護学分野 博士（看護学）

理学療法学・作業療法学専攻 理学療法学分野 博士（理学療法学）

作業療法学分野 博士（作業療法学）

５５ 教教育育課課程程
学位授与方針（博士課程後期ディプロマ・ポリシー）

【看護学専攻】

看護学専攻では、３年以上在籍し、所定の単位を修得し、かつ博士論文の審査及び最終試験に

合格し、次のような能力を有すると認められる者に博士の学位を授与します。

１．専門分野における深い学識と関連領域に係る学際的知識の修得

２．独創的な視点で研究を立案・計画し、厳格な倫理性をもって自ら遂行する能力

３．看護学の理論の構築や技術の向上において新たな知を創造する能力

４．研究成果を国内外に発信し、看護学の教育・研究・実践の発展に貢献できる能力

【理学療法学・作業療法学専攻】

理学療法学・作業療法学専攻では、３年以上在籍し、所定の単位を修得し、かつ博士論文の審

査及び最終試験に合格し、次のような能力を有すると認められる者に博士の学位を授与します。

１．専門分野における深い学識と関連領域に係る学際的知識の修得

２．独創的な視点で研究を立案・計画し、厳格な倫理性をもって自ら遂行する能力

３．理学療法学・作業療法学専攻の理論の構築や技術の向上において新たな知を創造する能力

４．研究成果を国内外に発信し、理学療法学・作業療法学専攻の教育・研究・実践の発展に貢

献できる能力

教育課程編成・実施方針（博士課程後期カリキュラム・ポリシー）

博士課程後期では、学位授与方針に掲げる能力を有する人材を育成するため、以下の方針で教育課

程を編成・実施します。

【看護学専攻】

１．看護学の理論の構築や技術の向上等に係わるコースワークと、指導を受けつつ自らが研究

過程を展開するリサーチワークにより、研究者としての能力を高める。

２．学内外の学術研究に触れる機会を設定することで研究の手法やデザインを学び、自立した

研究者となるための能力を高める。

３．研究課題に係わる論文公表や国内外での学会発表等により当該分野の研究者との交流を深

める。



【理学療法学・作業療法学専攻】

１．理学療法学・作業療法学の理論構築や治療技術の開発等に係わるコースワークと、指導を

受けつつ自らが研究過程を展開するリサーチワークにより、研究者としての能力を高める。

２．リサーチアシスタントとして学術研究に係わる機会を設定することで、研究の手法やデザ

インを学び、自立した研究者となるための能力を高める。

３．研究課題に係わる論文公表や国内外での学会発表等により当該分野の研究者との交流を深

める。

教育課程表

※この表は予定であり、令和７年度については変更となることがあります。

①看護学専攻（博士課程後期）

○専門科目

授 業 科 目 単位数

基礎看護科学特講 ２

基礎看護科学特講演習 ４

感染看護学特講 ２

感染看護学特講演習 ４

女性健康看護学特講 ２

女性健康看護学特講演習 ４

小児健康看護学特講 ２

小児健康看護学特講演習 ４

成人健康看護学特講 ２

成人健康看護学特講演習 ４

老年健康看護学特講 ２

老年健康看護学特講演習 ４

精神看護学特講 ２

精神看護学特講演習 ４

地域看護学特講 ２

地域看護学特講演習 ４

臨床内科学特講 ２

臨床内科学特講演習 ４

臨床外科学特講 ２

臨床外科学特講演習 ４

看護学特別研究 ４

②理学療法学・作業療法学専攻（博士課程後期）

○専門科目

授 業 科 目 単位数

神経・発達障害理学療法学特講 ２

神経・発達障害理学療法学特講演習 ４

感覚統合障害学特講 ２

感覚統合障害学特講演習 ４

生体工学・スポーツ整形外科学特講 ２

生体工学・スポーツ整形外科学特講演習 ４

中枢神経機能障害学特講 ２

中枢神経機能障害学特講演習 ４

スポーツ理学療法学特講 ２

スポーツ理学療法学特講演習 ４

活動能力障害学特講 ２

活動能力障害学特講演習 ４



臨床精神・脳機能学特講 ２

臨床精神・脳機能学特講演習 ４

精神障害リハビリテーション学特講 ２

精神障害リハビリテーション学特講演習 ４

神経・認知機能治療学特講 ２

神経・認知機能治療学特講演習 ４

筋機能制御学特講 ２

筋機能制御学特講演習 ４

生体機能評価学特講 ２

生体機能評価学特講演習 ４

形態人類学特講 ２

形態人類学特講演習 ４

理学療法学・作業療法学特別研究 ４

履修基準

【看護学専攻】

区 分 所要単位 備 考

講義（特講） ２単位以上 基礎看護科学、感染看護学、女性健康看護学、小児健康

看護学、成人健康看護学、老年健康看護学、精神看護学、

地域看護学、臨床内科学、臨床外科学のいずれかから６単

位以上

演習（特講演習） ４単位以上

看護学特別研究 ４単位以上 看護学特別研究の４単位（必修）

合 計 単位以上を履修

【理学療法学・作業療法学専攻】

区 分 所要単位 備 考

講義（特講） ２単位以上
指導教員の特講２単位（必修）と他の教員の特講又は

他の領域の特講を履修

演習（特講演習） ４単位以上
指導教員の特講演習４単位（必修）と他の教員の特講

演習又は他の領域の特講演習を履修

特別研究 ４単位
理学療法学特別研究・作業療法学特別研究の４単位

必修）

合 計 単位以上を履修

■ 修了要件

原則として大学院に３年以上在学し､所定の単位を修得し、かつ､必要な研究指導を受けた上、既

定の参考論文を提出し、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

ただし、在学期間に関しては、本学大学院保健医療学研究科において優れた研究業績を上げたと

認める者については、１年（２年未満の在学期間をもって修士課程又は博士課程前期を修了した者

にあっては、当該在学期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。



６６ 教教育育研研究究領領域域（博士論文の作成につながるもの）

【看護学専攻】

看 護 学 分 野

教 育 研 究 領 域

基礎看護科学 感染看護学 女性健康看護学 小児健康看護学

成人健康看護学 老年健康看護学 精神看護学 地域看護学

臨床内科学 臨床外科学

【理学療法学・作業療法学専攻】

理学療法士・作業療法士の資格の有無にかかわらず、どの教育研究分野でも選択できます。

理 学 療 法 学 分 野 作 業 療 法 学 分 野

教 育 研 究 領 域

神経•発達障害理学療法学

生体工学•スポーツ整形外科学

スポーツ理学療法学

筋機能制御学

生体機能評価学

※形態人類学

感覚統合障害学

中枢神経機能障害学

活動能力障害学

臨床精神・脳機能学

精神障害リハビリテーション学

神経・認知機能治療学

〔※の教育研究領域については、今回は募集しません。〕





様様式式１１

令令和和７７年年度度 札札幌幌医医科科大大学学 大大学学院院

保保 健健 医医 療療 学学 研研 究究 科科 博博 士士 課課 程程 後後 期期

入入 学学 願願 書書

※受付 月 日第 号 ※受験番号

ローマ字 生年月日 年 月 日

氏 名
ふ り が な

㊞ 国 籍 年 齢

歳（性 別） （男・女）

志 望 専 攻 看 護 学 専 攻 理 学 療 法 学 ・ 作 業 療 法 学 専 攻

志 望 分 野 看 護 学 分 野
理学療法学分野 ・ 作業療法学分野

（ い ず れ か を ○ で 囲 む ）

志 望 教 育 研 究 領 域 学 学

出 願 資 格

⑴ 年 月 大学 学部 学科 卒業

⑵ 年 月 大学院 研究科 課程 専攻
修 了
修了見込

⑶
学士の学位（取得） 年 月（ 学）

修士の学位（取得・取得見込） 年 月（ 学）

⑷ その他

関 連 医 療

資 格 等

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

現 住 所
〒

連

絡

先

本 人

※自宅・携帯

両方を記入。

な い 場 合 は

「なし」と

記入。

自 宅 緊急連絡先

※本人と

連絡が

付かない

場合の

連絡先。

（親・兄弟

等）

氏 名

携 帯
本人との

関 係

メール

アドレス

（必須）

連絡先

（自宅・勤務先・携帯）※いずれかを○で囲む

本 学 入 学 の

志 望 動 機



履 歴 書

学

歴

年 月 日 高等学校卒業

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

職

歴

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

賞

罰

年 月 日

年 月 日

上 記 の と お り 相 違 あ り ま せ ん 。

年 月 日

氏 名 ㊞

【記入上の注意】

◎入学願書

① 記入事項は、楷書で記入するとともに、該当事項に○をつけてください。

② 年月日は和暦で記載してください。

③ ※印の欄は記入しないでください。

④ 志望教育研究領域の欄は、志望分野に応じて、志望する事項を適宜記入してください。

⑤ 関連医療資格等の欄は、医師、保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士のほか医療、福祉関係

などの資格取得状況を適宜記入してください。

⑥ 志望動機の欄は、教育研究領域の志望理由や大学院における抱負などを記入してください。

◎履 歴 書

① 学歴は、高等学校卒業から記入してください。

② 職歴は、空白の期間が生じないように記入してください。

③ 行が足りない場合は、別紙に記載し、添付して提出してください。



様様式式２２

年度 札幌医科大学大学院保健医療学研究科

外 国 人 留 学 生 入 学 願 書

 

氏 名 
自国語  国 籍  

カタカナ・ローマ字  

生 年 月 日 年 月 日生 （ 歳） 男・女 □ □

希 望 専 攻 
□ 看 護 学 専 攻  （博士課程後期（ ）） 
□ 理 学 療 法 学 ・ 作 業 療 法 学 専 攻  （博士課程後期（ ）） 

＊ 希望専攻の□にレを記入してください。  

希望研究領域 第１希望  第２希望  

住所１（本国） 

 

郵便番号  
住 所  

住 所 ２ （ 日 本 ） 
〔日本在住者〕

郵便番号  
住 所  

日 本 国 内 の 
連 絡 先 

 

郵便番号  
住 所   

氏名 志願者との続柄 

入 国 年 月 日 

 

年 月 日 志 願 時 の 在 留 資 格  

日本語能力試験受験年月日・受験番号

（

）  

 
受験年月日・受験番号

 

その他     

（記入上の注意事項）  
※印欄は、記入しないでください。※

数字は算用数字を用いてください。

年齢は、 年４月１日現在の満年齢を記入してください。（以下同じ）

現住所（日本国内）欄は、受験結果を受領する日本国内の現住所及び電話番号を記入し、住所は必ず番地まで記入してください。

入国年月日及び志願時の在留資格欄は、出願時に日本に在住している場合に記入してください。

※ 受付番号  ※ 受験番号  



履 歴 書  

氏名      

住所１（本国） 郵便番号

  

  

住所２（日本） 郵便番号

  

学 歴  

区 分 学 校 名 入 学 及 び 卒 業 年 月

大 学 等

  入 学 年 月

  卒 業 年 月

  入 学 年 月

  卒 業 年 月

大 学 院

  入 学 年 月

  卒 業 年 月

  入 学 年 月

  卒 業 年 月

職 歴  

勤務先の名称  所 在 地  勤 務 期 間  勤務内容  

資格・免許（名称及び取得時期）  

賞罰（名称及び時期）  

上記のとおり相違ありません。  

        

        

        

年 月 日 署名     

    



様様式式３３

志志 望望 理理 由由 書書

氏 名





様様式式４４

研研 究究 計計 画画 書書

氏 名

研 究 課 題  

研究計画概要  

 

※ 研究計画の概要を 字程度にまとめ、作成すること。



研 究 計 画 概 要



様様式式５５

主主 要要 論論 文文 要要 旨旨

氏 名
論文著者氏名

（著者全員）

発表雑誌名

（巻・号・頁）

発表年月日 年 月 日

論 文 題 目

要 旨

※ この用紙に必要事項を記入の上、主要論文に添付して提出すること。

※ 要旨は、 字程度で記入すること。

※ 枚目からも外枠だけは必ず付けること。





様様式式６６

論論 文文 目目 録録

番

号
論 文 名 等 概 要

論文名

発表年月日

発表雑誌名（巻・号・頁）

著者名

論文名

発表年月日

発表雑誌名（巻・号・頁）

著者名

論文名

発表年月日

発表雑誌名（巻・号・頁）

著者名

論文名

発表年月日

発表雑誌名（巻・号・頁）

著者名

※ この用紙に必要事項を記入の上、主要論文に添付して提出すること。

※ 概要は、 字程度で記入すること。

※ 論文数が多い場合は、この用紙を適宜複写の上、番号欄に番号を記入して提出すること。





様様式式７７

実実 践践 経経 験験 のの 概概 要要

氏 名





様様式式８８

社社 会会 活活 動動 等等

氏 名

各種委員会・

団体等の活動

学会等の活動

※ 各種団体や委員会等（官公庁や民間団体など）で委員等として参画している場合は、団体名、役職名、

活動内容及び期間を記入すること。

※ 加入している学会等の名称、役職、活動内容及び期間を記入すること。

※ 記入欄が足りない場合は、この用紙を適宜複写の上、提出すること。
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し
て

く
だ

さ
い

。

口
頭

試
問

試
験

開
始

時
刻

に
遅

刻
し

た
場

合
は

、

口
頭

試
問

試
験

開
始

時
刻

後
分

以
内

の
遅

刻
に

限
り

、
受

験
を

認
め

ま
す

。

口
頭

試
問

試
験

控
室

に
携

帯
電

話
を

持
ち

込
む

際
は

、
必

ず
電

源
を

切
っ

て
く

だ
さ

い
。



様様
式式

札
幌

医
科

大
学
大
学

院
保
健
医

療
学
研
究

科

入
学
試
験

検
定
料

納
付
確
認

票

※
受
験
番
号

氏
名

「
振

替
払
込

受
付

証
明

書
」

貼
付

欄

注
）
※
印
欄
は
大

学
側
で

使
用

す
る

の
で

、
記

入
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

検
定
料
の

振
込

に
つ

い
て

振
込
方

法

検
定

料
円
は

、
本

学
募

集
要

項
に

添
付
さ
れ
て
い
る
振
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入

の
上
、
出
願

手
続

き
前

ま
で

に
、
最
寄

り
の

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
で
お
振

り
込

み
く
だ

さ
い

。

な
お

、
（

現
金

自
動
預

払
機

）
で

払
い

込
ん
だ
場
合
は
、
必
ず
窓
口
で
日
附
印
の
押

印
を

受
け
て

く
だ

さ
い

。

振
込

用
紙
の
『

ご
依
頼

人
』
欄

へ
、
黒

の
ボ

ー
ル
ペ
ン
で

枚
と
も
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ

い
。

※
連
票
は

、
切

り
離
さ

ず
に

枚
組
の

ま
ま
郵
便
局
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

振
込

後
『

振
替

払
込

受
付

証
明

書
』
（

受
付

郵
便
局
等
の
日
附
印
の
な
い
も
の
は
無
効

）

を
『

検
定
料

納
付

確
認

票
』

に
貼

付
し

て
、

出
願
書
類
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、
振
込

手
数

料
は

振
込

者
の

負
担

と
な

り
ま
す
。

留
意
事

項

出
願

書
類

を
大

学
窓

口
に

提
出

す
る

際
、

郵
便

普
通

為
替

証
書

あ
る

い
は

現
金

を
納

付

し
て

手
続
き

を
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
で

、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

検
定

料
が

振
り

込
ま

れ
て

い
な

い
場

合
、
『

振
替
払
込
受
付
証
明
書
』
が
貼
付
さ
れ
て

い

な
い

場
合

、
『
振

替
払

込
受

付
証

明
書

』
に

受
付

郵
便
局
等
の
日
附
印
が
な
い
場
合
は

、
出

願
書

類
の
受

理
は

で
き

ま
せ

ん
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
バ

ン
キ

ン
グ

、
モ

バ
イ

ル
サ

ー
ビ

ス
等

で
の

振
込

は
で

き
ま

せ
ん

の

で
、

ご
了
承

く
だ

さ
い

。





様様式式

就就 学学 承承 認認 書書

札幌医科大学大学院保健医療学研究科長 様

氏 名

生 年 月 日 年 月 日生

上記の者が、貴大学大学院保健医療学研究科に入学した場合は、在職したまま在

学することを認めます。

年 月 日

所 在 地

事業所等 名

代 表 者 ㊞

※本様式 Ａ４判）と同内容で作成されたものでも可。





様様式式

令和７年度 札幌医科大学大学院

保健医療学研究科（博士課程後期）

出 願 資 格 審 査 申 請 書
年 月 日

札幌医科大学大学院保健医療学研究科長 様

出願者氏名
（ ふ り が な ）

㊞

生 年 月 日 年 月 日 男・女

貴大学大学院保健医療学研究科の出願資格審査について、所定の書類を添えて申請いたします。

志 望 専 攻 看 護 学 専 攻 理学療法学 ・作業療法学専攻

志 望 分 野 看 護 学 分 野
理学療法学分野・作業療法学分野

（いずれかを○で囲む）

志望教育研究領域 学 学

学 歴

（高等学校入

学から記入）

学校 科

年 月 日入学 年 月 日卒業

学校 科

大学 科

年 月 日入学 年 月 日卒業

学校 科

大学 科

年 月 日入学 年 月 日卒業

関 連 医 療

資 格 等

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

○資 格 名 ○取得年月日

○登録番号 第 号 年 月 日

職 歴

期 間 最終学校卒業後の勤務先

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

現 住 所

〒

（電 話 － － ）

（携帯電話 － － ）

審 査 結 果

通 知 先

〒

（電 話 － － ）

（携帯電話 － － ）



【記入上の注意】

① 記入事項は、楷書で記入するとともに、該当事項に○をつけてください。

② 年月日は和暦で記載してください。

③ 志望教育研究領域の欄は、志望分野に応じて、志望する事項を適宜記入してください。

④ 関連医療資格等の欄は、医師、保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士のほ

か医療、福祉関係などの資格取得状況を適宜記入してください。

⑤ 行が足りない場合は、別紙に記載し、添付して提出してください。



出願チェックシート（博士課程後期）

該当箇所に○を付けて出願書類とともに提出してください。

氏名

受験区分 一 般

出身大学院 札医大 ・ 札医大以外 →「札医大」に該当する方は提出書類の 、 は不要

職 業 有 ・ 無 →「無」に該当する方は提出書類の は不要

確 認 事 項 チェック 留 意 事 項

志望する教育研究領域の教員と連絡を

とった

希望する研究内容・研究計画を事前に照会・確認

すること

提 出 書 類 チェック 留 意 事 項

１ 入学願書（様式１ ２箇所に押印、氏名はローマ字でも記入

２ 修了（見込）証明書 札幌医科大学修了（見込）の者は不要

３ 成績証明書 札幌医科大学修了（見込）の者は不要

４ 学習・研究志望書 必要に応じて提出

①志望理由書（様式３

②研究計画書（様式４

③主要論文要旨（様式５ 主要論文に添付して提出

④論文目録（様式６
主要論文に添付して提出

主要論文以外の論文の提出は不要

⑤実践経験の概要（様式７

⑥社会活動等（様式８

５ 受験票・写真票（様式９ 写真を２枚貼付

６ 返信用封筒 定形封筒（長形３号）に 円切手を貼付

７ 入学検定料（様式 日附印の押印が必要

８ 就学承認書（様式
受験区分に関係なく在職のまま就学する場合に

必要








